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アジア・太平洋地域と日本での取

組みについてお話ください。

FL 2001年６月に、シンガポール

にアジア太平洋本社を設立し、アジ

ア・太平洋地域における事業を立ち

上げました。また同年 12月には、

グローバルに事業を展開するお客様

のニーズに対応するために、インド

に統合的なコンタクト・センターを

設立しました。現在は、18ヵ所の

事業所を展開し、今後もクライアン

ト・サポートとサービス提供を拡充

するために、事業所やコンタクト・

センターを設立していく予定です。

このような積極的な投資は、当社が

アジア・太平洋地域のお客様と「長

期にわたって信頼できるパートナー

でありたい」ということの証です。

日本では、2001年12月に合弁事

社でした。

コンバージス社のビジネスや製品の

特長について、お話いただけますか。

FL コンバージス社の特長は、例え

ば「システムをどのように運用した

らいいのか」という課題に対して、

知識と経験を豊富に持っていること

です。この知識と経験に基づいて開

発された製品によって、お客様の競

争力の強化と成長を支援しています。

また当社は、自社の製品を自社の

システムで使用しています。つまり、

社内顧客を抱えているわけですが、

その顧客からの要求がとても厳し

く、「いかに効率よく運用できるの

か」について、常に求められていま

す。ここで得た経験や知識も、全て

お客様に提供しています。

はじめに、コンバージス社につい

て、ご紹介いただけますか。

フランソワ・ランソン（以下、FL）

コンバージス社は、米国オハイオ州

シンシナティに本社を置き、40ヵ

国を超える国々で、事業支援システ

ム（BSS：ビジネス・サポート・

システム）、顧客ケア、従業員ケア

などの分野にソリューションを提供

しています。特にBSSにおいては、

世界でも有数のワイヤレス（モバイ

ル）事業者、固定電話事業者、ケー

ブル事業者、ブロードバンド事業者、

そして衛星事業者や次世代サービス

事業者などのサービス展開や運用管

理、ビリングを数多く支援していま

す。例えば、1983年に米国で最初

のワイヤレス通信に対して課金・請

求処理を行ったのは、コンバージス

コンバージス・コーポレーション
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去る2004年11月24日、統合ビリング（課金処理）・従業員ケア（人事管

理）・顧客ケア（コールセンター業務）サービスにおける世界的リーダー企

業である、コンバージス・コーポレーション（以下、コンバージス社）は、

日本での事業拡大の方針を発表した。ここでは、今回の発表に際して来日し

たコンバージス社・情報マネジメントグループ・アジア太平洋地域担当部長

のフランソワ・ランソン氏に、今後の日本での事業展開とコンバージス社の

製品の特徴等について、お話をうかがった。

コンバージス・ジャパン



業を設立し、ケーブルTV、ブロード

バンドTV、衛星TV、ペイTVなど

の事業者に対して、ビリングソリュ

ーションを提供してきました。例え

ば、日本最大級のケーブルTV多チ

ャンネル放送事業者であるメディア

ッティ・コミュニケーションズも、

当社の製品を導入しています。そし

て2004年５月に、日本における目標

市場の拡大とソリューション提供の

推進を図るため「コンバージス・ジ

ャパン㈱」をスタートしました。

日本での事業拡大にあたり、日本

市場をどのように捉えていますか。

FL 日本市場をアジア・太平洋地

域での事業展開における最重要市場

と捉えています。市場そのものは既

に成熟期にありますが、それでも斬

新なサービスや最先端のテクノロジ

ーが次々と登場しています。通信業

界に関連した分析情報を提供してい

る米国のFrost&Sullivan社は、日

本におけるビリングソリューション

の市場規模を約 13億 1,000万ドル

（2004年）と推定しています。この

数字が示すように、今こそ事業拡大

に向けて投資するチャンスと確信

し、今回の発表を行いました。

日本での事業拡大方針の内容につ

いて、お話いただけますか。

FL 日本での主要事業であるビリ

ングソリューションを、これまでの

顧客に加えて、ワイヤレス通信およ

び固定電話事業者にも拡げていきま

す。展開については、まず、当社の

貴重な国際経験を提供し、競争が激

化している市場において、お客様が

勝ち抜くために必要な競争力の強化

と効率化の向上を支援していきま

す。また、システム統合業者をはじ

めとした日本の各種ソリューショ

ン・プロバイダー企業等とのパート

ナーシップを通じて、事業拡大に力

を入れていきます。日本では、海外

ベンダーのパッケージ製品を使用す

ることに抵抗がある企業が、まだま

だ多いと思います。このような障壁

を取り除くために、各パートナー企

業と協力して、日本の文化に即した

製品づくりを行っていきます。

現在、通信事業者が抱えている課

金事業の課題とは、何でしょうか。

FL 「コストの最適化」、「利益拡大」、

「顧客収益の最大化」の３つをあげる

ことができます。まずコストの最適化

では、各種サービスの基盤である運用

支援システム（OSS：オペレーショ

ン・サポート・システム）とBSSの

見直しを行い、課金プラットフォーム

とオペレーションの統合と標準化を図

ることが必要です。利益拡大では、バ

ンドル化したサービスを実施し、それ

に対する課金システムを導入すること

が必要です。そして、顧客収益の最大

化を図るには、ネットワーク上にある

課金可能な全てのものに対して、収益

認識を改善しなければなりません。例

えば、料金請求を一括化することでチ

ャーン（乗り換え）を抑制することが

できます。

このような課題を解決するために

は、どのような取組みが必要ですか。

FL 各通信サービスの加入者が望

んでいることは、「複合サービスの

提供」と「低価格な料金」、そして

「１枚の請求書」などです。このよ

うな課題に対して、コンバージス社

は数多くの実績を残しています。当

社の業務支援システム「InfinysTM」

は、商品管理、収入管理、顧客管理、

調達管理などのサービス提供モデル

（業務委託、ライセンス、開発・運

用・移行）に対応したBSSソリュ

ーションです。このような世界最高

水準の製品と人材に対する投資を通

じて、日本国内の事業者の各種シス

テムとサービスの最適化を図りなが

ら、競争力の強化を支援していきた

いと考えています。
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コンバージス・ジャパン

当社のグローバルな専門知識と、私が
これまで培ってきたＢＳＳ業界での経
験を活かしながら、競争が激化してい
る市場の中で、お客様が長期的な成功
を実現できるよう、新規サービスの導
入や製品展開に対して、充分なサポー
トを提供していきます。
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